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東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
の
登
場
も
あ
っ
て
、
今
、
東

京
の
東
側
が
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
が
こ
の
墨
田
区
押お

し

上あ
げ

の
位
置
に

で
き
る
意
味
は
大
き
い
。
地
上
四
五
〇
㍍
の
展
望
台
か

ら
の
眺
め
は
、
実
は
、
幕
末
に
繰
り
返
し
描
か
れ
た
江

戸
鳥
瞰
図
の
視
点
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
な
の
だ
。
そ
の
事

実
も
、
こ
の
塔
を
押
上
に
誘
致
す
る
う
え
で
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。

　
二
十
一
世
紀
の
東
京
人
が
、
江
戸
っ
子
と
同
様
に
自

分
の
町
を
眺
め
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
何
と
も
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
だ
。
大
気
の
状
態
と
と
も
に
、
奥
多
摩
、
秩

父
の
山
脈
に
源
を
も
つ
東
京
の
地
上
と
地
下
の
水
の
流

れ
が
想
像
で
き
、
内
壕
・
神
田
川
・
隅
田
川
か
ら
東
京

湾
へ
と
注
ぐ
河
川
の
流
路
も
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
る
。

こ
の
塔
か
ら
の
眺
望
体
験
は
、
東
京
の
姿
を
歴
史
と
エ

コ
ロ
ジ
ー
の
視
点
か
ら
振
り
返
る
の
に
、
大
き
な
役
割

を
果
た
す
に
違
い
な
い
。

　
そ
し
て
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
の
足
下
に
は
、
北

十
間
川
が
流
れ
る
。
そ
れ
は
横
十
間
川
、
旧
中
川
、
小お

名な

木ぎ

川
と
つ
な
が
り
、
閘こ

う

門も
ん

を
通
し
て
荒
川
と
も
結
ば

れ
る
。
現
在
、
樋ひ

門も
ん

で
塞
が
れ
て
い
る
状
況
を
技
術
的

に
何
と
か
克
服
で
き
れ
ば
、
す
ぐ
近
く
の
隅
田
川
へ
の

水
の
都
市
の
記
憶
を
受
け
継
ぐ
江
東
墨
田
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りょうごく
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絵 「
水
の
都
市
」の
記
憶
を
受
け
継
ぐ
、

隅
田
川
と
荒
川
の
間
の
江
東
墨
田
地
域
。

自
然
の
地
形
を
反
映
し
た
川
と

江
戸
時
代
以
来
の
堀
割
の
グ
リ
ッ
ド
が
、

今
、人
び
と
の
生
活
の
場
と
し
て
蘇
る
。

江
東
墨
田・

内
部
河
川
の

水
の
風
景

【
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京
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・
江
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扇橋閘門は小名木川のほぼ中央に位置する。閘門とは、水面の高さが異なる河
川を船が通航できるようにする施設。ふたつの水門に挟まれたスペース（閘室
内）に船を入れ、水位を人工的に昇降させることにより船を通過させる。
通航できるのは、日曜と祝日、年末年始を除く、8：45〜16：30。
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社
を
は
じ
め
、
古
い
起
源
の
寺
社
が
あ
り
、
そ
の
周
辺

に
不
規
則
に
入
り
組
ん
だ
迷
宮
状
の
庶
民
地
区
が
広
が

る
。
か
つ
て
は
の
ど
か
な
江
戸
近
郊
農
村
だ
っ
た
。
そ

の
北
を
流
れ
る
北
十
間
川
は
、
自
然
の
地
形
を
反
映
し
、

ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
南

に
は
、
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
東
西
南
北
に
見
事
に

グ
リ
ッ
ド
を
な
す
掘
割
が
巡
る
の
で
あ
る
。
失
わ
れ
た

も
の
、
親
水
公
園
に
姿
を
変
え
た
も
の
も
あ
る
が
、
ま

だ
ま
だ
そ
の
掘
割
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
く
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

　
江
東
墨
田
の
地
域
に
は
、
江
戸
の
市
民
が
親
し
ん
だ

行
楽
地
が
多
く
点
在
す
る
。
い
ず
れ
も
水
の
近
く
に
生

ま
れ
た
寺
社
を
核
に
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。
亀
戸
天

神
に
舟
で
乗
り
付
け
て
い
る
様
子
が
「
江
戸
名
所
図

会
」
に
描
か
れ
て
い
る
。
富
岡
八
幡
宮
の
門
前
の
掘
割

に
も
舟
入
が
あ
っ
た
し
、
門
前
の
花
街
に
は
戦
後
も
船

で
遊
び
に
来
れ
た
と
い
う
。

　
明
治
後
半
以
後
、
江
東
墨
田
の
小
名
木
川
、
横
十
間

川
、
旧
中
川
な
ど
に
沿
っ
た
エ
リ
ア
は
、
舟
運
を
活
か

し
、
近
代
日
本
を
支
え
る
工
場
地
域
に
変
身
し
た
。
煙

モ
ク
モ
ク
の
状
態
は
地
域
の
発
展
の
誇
り
で
、
小
学
校

の
校
歌
に
も
し
ば
し
ば
そ
う
歌
わ
れ
た
の
だ
。

　
工
場
で
の
地
下
水
汲
み
上
げ
が
も
と
で
の
地
盤
沈
下
、

そ
れ
が
引
き
起
す
水
害
、
水
の
汚
染
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
を
背
負
い
込
ん
だ
江
東
墨
田
地
域
は
、
そ
の

後
の
東
京
の
一
九
八
〇
年
代
以
後
の
山
の
手
、
西
側
地

域
に
お
け
る
華
や
か
な
都
市
発
展
の
陰
で
、
す
っ
か
り

忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

お
り
で
、
工
場
、
生
産
部
門
が
空
洞
化
。
商
店
街
な
ど

の
商
業
機
能
も
衰
退
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
、
流
れ
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
の
だ
。
工
場
が
撤
退
し
た
水
辺
空
間
は
土
壌
も
水

質
も
改
善
さ
れ
、
人
び
と
の
生
活
の
場
と
し
て
蘇
り
つ

つ
あ
る
。
近
年
、
舟
運
復
活
を
求
め
る
声
に
押
さ
れ
て
、

社
会
実
験
で
日
本
橋
あ
た
り
か
ら
舟
を
出
し
、
隅
田
川

か
ら
小
名
木
川
に
入
り
、
扇
橋
閘
門
を
抜
け
て
、
横
十

間
川
を
通
り
、
北
十
間
川
に
出
て
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
®
を
水
の
側
か
ら
見
る
、
と
い
う
ツ
ア
ー
が
た
い

へ
ん
な
人
気
に
な
っ
て
い
る
。

　
足
を
伸
ば
し
て
、
弧
を
描
く
旧
中
川
の
自
然
を
取
り

戻
し
た
ゆ
っ
た
り
し
た
水
辺
を
船
で
進
む
の
も
気
持
ち

よ
い
。
荒
川
ロ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
で
閘
門
開
閉
の
ス
ペ
ク
タ

ク
ル
を
体
験
し
て
、
荒
川
の
広
い
水
面
に
踊
り
出
る
解

放
感
を
味
わ
う
の
も
、
最
高
で
あ
る
。

　
今
な
お
眠
っ
て
い
る
こ
う
し
た
江
東
墨
田
の
内
部
河

川
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、「
水
の
都
市
」
東
京
の
イ
メ
ー

ジ
が
こ
こ
か
ら
復
活
し
て
く
る
の
は
、
間
違
い
な
い
。

舟
で
の
回
遊
が
可
能
に
な
る
。

　
東
京
は
、
し
ば
し
ば
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
も
比
較
さ
れ

る
ほ
ど
の
「
水
の
都
」
だ
っ
た
。
今
の
中
央
区
に
は
、
高

度
成
長
期
に
入
る
前
、
数
多
く
の
掘
割
が
巡
っ
て
い
た
。

そ
の
多
く
が
失
わ
れ
た
今
、
江
東
墨
田
地
域
こ
そ
、
江

戸
以
来
の
「
水
の
都
市
」
の
記
憶
を
受
け
継
ぐ
場
所
な

の
で
あ
る
。

　
江
東
地
域
に
関
心
を
も
つ
き
っ
か
け
を
私
に
与
え
て

く
れ
た
一
冊
の
本
が
あ
る
。
大
正
末
に
西
村
眞
次
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
『
江
戸
深
川
情
緒
の
研
究
』
で
、
冒

頭
部
分
が
実
に
魅
力
的
だ
。
永
代
橋
を
渡
っ
て
深
川
に

入
る
時
の
光
景
が
、
大
陸
か
ら
鉄
道
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
島
状
の
旧
市
街
に
入
る
時
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
、

と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
記
述
か
ら
始
ま
る
の
だ
。
深

川
は
、
漁
師
町
に
起
源
を
も
ち
、
そ
の
鎮
守
の
森
で
あ

る
富
岡
八
幡
宮
の
門
前
に
花
街
が
生
ま
れ
、
や
が
て
木

場
が
東
隣
の
土
地
に
移
っ
て
き
て
、
近
代
に
は
近
く
に

佐
賀
町
の
流
通
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
た
が
、
そ
れ
ら
す

べ
て
が
水
と
結
び
つ
き
、
生
活
も
文
化
も
水
と
と
も
に

育
ま
れ
た
と
い
う
。
現
代
の
視
点
を
先
取
り
し
、
都
市

を
学
際
的
な
立
場
で
見
事
に
描
い
た
本
で
あ
る
。

　
西
の
隅
田
川
と
東
の
旧
中
川
に
挟
ま
れ
た
江
東
墨
田

地
域
は
、
形
成
の
歴
史
そ
の
も
の
が
興
味
深
い
。
亀
戸

あ
た
り
ま
で
は
、
古
代
中
世
の
気
配
が
漂
い
、
香
取
神

堀
割
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
名
所
を
結
ぶ

人
び
と
の
生
活
の
場
と
し
て
蘇
る
水
辺
空
間

自然な蛇行のかたちを今に残す旧中川の親水施設。

じ
ん
な
い
・
ひ
で
の
ぶ
◉
一
九
四
七
年
、
福
岡
県
生
れ
。
七
三
〜
七
五
年
、

イ
タ
リ
ア
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
建
築
大
学
に
留
学
。

七
六
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
ロ
ー
マ
・
セ
ン
タ
ー
に
留
学
。
帰
国
後
、
八
三
年
、

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
東
京
大
学
工
学
部
助

手
、
法
政
大
学
工
学
部
建
築
学
科
助
教
授
を
経
て
、
現
在
同
大
学
デ
ザ
イ
ン

工
学
部
教
授
。
建
築
史
家
。


